
     　        

Ａ

・企業が求めてい
る力を分析し、学
習にフィードバッ
クする。

Ａ

・生徒が学校行事
や委員会活動、部
活動等に主体的に
取り組めるよう指
導する。

・開校以来初めて学校祭で
後夜祭を実施しました。生
徒の意見、要望等を取り入
れながら円滑な実施をサ
ポートできました。

・生徒に役割や責任
を与える等、当事者
意識を育てる環境を
設定し主体的な行動
を引き出すための取
組を促進していきま
す。

Ａ

Ａ

・昨年度よりもICT機器の
使用頻度を増やすことがで
きました。(各種アンケー
トのペーパーレス化、授業
での活用、授業資料の共
有、電子黒板の活用)

・ICTを有効に活用
し、主体的な学びへ
とつなげるための授
業研究や教員研修を
進めていきます。

・保護者会や学年
会、ホームページ、
各種たより等で学習
の状況やＩＣＴ活用
による学習効果を保
護者と共有できるよ
う積極的に発信して
いきます。

・先生は、生徒が意欲的に学
ぶことができるように選択・
決定する場面を作っている。

（ａ＋ｂ　85％）

・学校は、生徒が意欲的に学
ぶことができるように選択・
決定する場面を設けている。

（ａ＋ｂ　88％）

・私たちは、生徒が主体的に
学ぶことができるように選
択・決定する場面を設定をし
ている。

（ａ＋ｂ　96％）

・１、２年生は、各教科に
おいて学級集団の中で選択
できる場面を導入してきま
した。

・３年生は、自立活動の時
間に学年全体での自己選択
型授業を導入し、自己理解
を深めることにつながりま
した。

・生徒自身が自己選
択している実感が持
てるように、今後も
学年の実態に応じて
段階的に選択・決定
できる場面を設定し
ていきます。

・生徒が意欲的に取
り組めるように、学
ぶ目的や授業中に達
成すべき事柄を明確
にしていきます。

・生徒の実態や支援の方針
を教員間で共有し、丁寧な
指導を行ってきました。

・生徒同士が互いの
良さや課題に気付
き、高め合える関係
を築くための支援を
行っていきます。

・授業の準備や段取
り、提示の方法等を
精選し、生徒が主体
的に動くための環境
設定を行っていきま
す。

④

・先生は、自信や達成感、安
心感につながるように、褒め
たり、気持ちに共感したりし
てくれる。

（ａ＋ｂ　83％）

・学校は、生徒が自信や達成
感、安心感を得られるような
環境づくりに努めている。

（ａ＋ｂ　87％）

・私たちは、生徒の自信や達
成感や安心感を得られる場面
を設定して指導をしている。

（ａ＋ｂ　98％）

Ａ

・日頃から自信や達成感や
安心感を育む関わりを大切
にしてきました。

・「できた。」「挑
戦してみよう。」と
思える環境設定を行
い、良い行動は即時
に具体的に評価をし
ていきます。

・Teamsを活用した生
徒情報に関する教職
員の共通理解を引き
続き推進していきま
す。

・私たちは、生徒が自己理解
を深めるための手立てを工夫
し、生徒が自ら考え、学習に
取り組むことができるよう指
導をしている。
（ａ＋ｂ　95％）

２
生徒自身が主体
的に学び、行動
できることを目
指して、生徒が
自己肯定感（有
用感）を高め、
自己理解を深め
られる指導の充
実及び定着を図
る。

・毎日の関わりの
中で生徒自身や生
徒同士が、それぞ
れの長所や課題を
理解（意識）し
て、自ら考え行動
できるよう指導す
る。

③

・先生は、生徒の良い所や課
題を分かりやすく説明し、自
分で考えて行動するように指
導をしている。

（ａ＋ｂ　91％）

・学校は、生徒の良い所や課
題を分かりやすく説明し、自
分で考えて行動できるように
指導をしている。

（ａ＋ｂ　88％）

・生徒の自己肯定
感（有用感）を高
めるため、成功体
験を実感できる機
会を作ったり、言
葉掛けを行ったり
する。

・生徒の得意なこ
とを生かした主体
的な学びの実現に
向けた授業の展開
を促進する。

⑤

⑥

・先生は、ICT機器（タブ
レットや電子黒板、パソコ
ン）を使った授業をしてい
る。

（ａ＋ｂ　89％）

・学校は、ICT機器（タブ
レットや電子黒板、パソコ
ン）を活用した授業を行って
いる。

（ａ＋ｂ　60％）

・本校では、ICT機器を活用
した授業の工夫をしている。

（ａ＋ｂ　89％）

・PDCAサイクルを意識した
教科会や授業見学を設定し
たことで、授業力の向上を
図ることができました。

・学級懇談で授業の
様子を伝えるととも
に、個別懇談におい
て個別の指導計画や
評価について、根拠
に基づいた丁寧な説
明をしていきます。

②

・先生は、授業の中で職業人
として必要な力を分かりやす
く説明し、身に付けるための
指導をしている。

（ａ＋ｂ　94％）

・学校は、校内外の実践的な
学習の中で、職業人として必
要な力を育てる指導をしてい
る。

（ａ＋ｂ　91％）

・私たちは、企業が求めてい
る力を授業者間で共有し、職
業人として必要な力（コミュ
ニケーション力や柔軟な対応
力等）を育てる指導を行って
いる。
（ａ＋ｂ　97％）

Ａ
・卒後アンケートで、「各
企業が求める力」について
情報を聴取、分析し、結果
を各専門分野での指導に
フィードバックすることが
できました。

・具体的な指導例をまとめ
ることができました。

・指導例をまとめた
資料をもとに、主任
等連絡会や分野等連
絡会で指導方針等に
関する共通理解を図
り、目標や手だてを
明確にした指導を徹
底していきます。

・私たちは、教科会や授業見
学を生かし、生徒が学んだこ
とを活用できるような授業作
りを行っている。
（ａ＋ｂ　96％）

・教師が専門的な
知識・技術を身に
付け、実践的な指
導を通して、コ
ミュニケーション
をとったり、柔軟
に対応したりする
などの現代社会で
求められる職業人
としての力を育成
する。

自己評価結果
（教職員）

評価
a＋ｂ

１
「働き続けるた
めに必要な力」
の内容及び指導
方法について共
通理解を深め、
各指導場面にお
ける指導の充実
及び定着を図
る。

・学んだことを活
用する力を育むた
めの学習内容及び
評価の在り方を検
討し、教員の授業
力向上を図る。

①

・先生は、授業の中で目標を
示し、分かりやすい授業を
行っている。

（ａ＋ｂ　93％）

・学校は、分かりやすい授業
を行っている。

（ａ＋ｂ　83％）

成果 今後の取組
生徒アンケート 保護者アンケート

令和５年度　学校評価　

 

重点目標 具体的な取組目標 項目
アンケート結果
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・危険予測能力、
危機回避能力を身
に付けられるよう
指導する。

・情報や自立活動の時間を
活用し、情報モラル、交通
安全の危険予測、回避につ
いての学習を計画的に行い
ました。

・各部と連携しな
がら、地域社会に
向けて、活動等の
情報を分かりやす
く発信する。

〇　保護者からの教育目標を達成するための学校の取組についてのご意見（自由記述）

◆中学校への的確な進路指導の要望について
◆特別支援教育に携わる教員としてのプロ意識と対応力について
◆常に危機意識を持った学校全体での指導について
◆コミュニケーションに基づいた教員間のチームワークについて
◆大人としての在り方を示す教員の姿について
◆データの信憑性について
◆生徒の心に響く許されざることへの毅然とした対応について
◆生徒の自己肯定感を育むための教師の寄り添いや叱咤激励する支援について
◆生徒一人一人の声が届く学校づくりについて
◆ホームページの更新について
◆教員の言葉遣いについて
◆一人一人の生徒への関わり方について（特性、思いへの配慮や対応等）について

〇　学校評議員の皆様からのご意見

・生徒の評価が良いと思う。先生方の取組がみんなに伝わっていると思われる。保護者への発信にホームページを活用しているのは良い。さらに生徒から保護者
へ伝わるような生徒と学校の関わりを大切にしていってほしい。
・親子で相談できる環境づくりができると良い。
・ＩＣＴ機器を活用することで、保護者の利便性の向上が高まったが、これまでのように保護者との関係も大切にしていってほしい。
・保護者に学校に多く来てもらえるような工夫をしてもらえると良い。
・生徒たちの挨拶が地域でもっと見られると良い。

３
生徒が自らの安
全・健康を守る
ために必要な判
断や行動ができ
るようになるこ
とを目指して、
日常の生活指導
や安全に関する
学習・指導の充
実及び定着を図
る。

⑦

・先生は、交通安全、情報モ
ラル、災害時対応、健康管理
等、身を守る方法について具
体的に指導をしている。

（ａ＋ｂ　94％）

・学校は、生徒が自ら身を守
る方法（交通安全、情報モラ
ル、災害時対応、健康管理
等）についての実践的な指導
をしている。

（ａ＋ｂ　82％）

・私たちは、生徒が自ら身を
守る方法（交通事故、情報モ
ラル、災害時対応、健康管理
等）について具体的に教え、
状況に応じて行動できる指導
をしている。

（ａ＋ｂ　97％）

Ａ

・校内外を問わず多
様な場面を想定し、
状況に応じた対応力
を身に付けるための
シミュレーションを
行っていきます。

・家庭でも防災安全
について生徒と一緒
に考える機会を作っ
ていただけるよう
「学年だより」、
「生徒指導だよ
り」、「ホームペー
ジ」等で啓発してい
きます。

・生徒が自らの安
全、健康を守るた
めに必要な判断や
行動が主体的にで
きるよう指導す
る。

・地震を想定した避難訓練
を年間４回実施（そのうち
２回は生徒への予告なし）
しました。実施後には自ら
の行動についての振り返り
を行いました。

・健康管理については、毎
月の保健だよりで健康や体
調管理について啓発し、各
学級での健康指導の材料と
して活用することができま
した。

・ホームページの再編を行
い、レイアウトの工夫や多
くの記事の掲載について取
り組むことができました。

・学校祭関連では、９月か
ら準備段階を発信、当日は
YOUTUBE発信、終了後にも
活動の様子の発信ができま
した。

・部活動では日々の活動か
ら大会の様子等までホーム
ページで発信しました。

・専門教科の学習では地域
社会からの要望、依頼等に
積極的に対応し、実施した
様子や結果をホームページ
や校内に掲示してきまし
た。

・ホームページの見
やすい、見たくなる
レイアウトの改善や
素早い更新を目指し
ます。

・生徒による記事の
作成など、生徒が関
われる取組を検討し
ていきます。

・行事計画の際に
ホームページ作成担
当者を明記して、
ホームページへの掲
載を推進していきま
す。

４
地域社会（家
庭、企業及び関
係機関）に向け
て、本校の教育
方針や教育活動
の情報（ねらい
と手立て：障害
特性等への対
応・配慮等）を
分かりやすく発
信する。

⑧

・学校は、生徒の活動の様子
をホームページや広報紙、た
より等で分かりやすく知らせ
ている。

（ａ＋ｂ　87％）

・学校は、教育活動（学習の
様子や校内外の取組等）につ
いて、ホームページや広報
紙、たより等で分かりやすく
発信している。

（ａ＋ｂ　83％）

・私たちは、教育活動につい
て、ホームページや広報紙、
たより等で、地域社会へ分か
りやすく発信している。

（ａ＋ｂ　97％）

Ａ

・地域社会のニー
ズをとらえた学習
活動を展開し、活
動等の情報を分か
りやすく発信す
る。

　
　　　　　　　　　　評価基準について　　Ａ～Ｄの４段階評価とする。自己評価の結果（ａ＋ｂの割合）で評価する。

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ａ：達成した（８割以上）　　　　　　Ｂ：ある程度達成した（６割以上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ：達成が不十分だった（４割以上）  Ｄ：達成できなかった（４割未満）
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